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2025年度
コンクリート診断士試験解説

十河 茂幸

（１～５、11～14、１９～２２、２７～３０、３２，３９～４０）

江良 和徳
（６～１０、 １５～１８、 ２３～２６、 ３１、 ３３～３８）

問題（１）の解説

正解は、（３）

目地材が乾燥していると吸水する。木製型枠（せ
き板）は湿潤状態にしておくことが基本。

木材からのリグニンがセメントの水和反応を阻害
し、不硬の原因となったと考えられる。
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問題（２）の解説

正解は、（１）

（A）は、乾燥収縮より温度ひび割れと考えられるが、
選択しから、乾燥収縮を選択

（B）は、天端付近で、締固めをしにくい箇所であり、
締固め不足と考えられる。

（C)は、水平の変状で、温度ひび割れではない。
ブリーディングが原因と考えられる。

問題 ３ の解説 2014年度の再掲

変状とその説明 適・不適の組み合わせ

（１）炭酸カルシウムのつらら 適

エフロレッセンス Ca(OH)2＋CO2→CaCO3

（２）藻類の死骸に起因する変色 ⇒ カビの一種 適

（３）鉄分を含む骨材によるポップアウト ⇒ 錆が主因 適

どれも適当 正解（１）
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問題（４）の解説

正解は、（３）

砂防堰堤のすり減りが激しいのは、（イ）の部分
である。すり減りの原因は、衝撃であり、これを抑
制するには、コンクリートの強度が必要となる。
すり減りを生じさせるのは、土砂が一因となる。

（参考）キャビテーション（ cavitation）は、液体の流れの
中で圧力差により短時間に泡の発生と消滅が起きる物
理現象である。空洞現象ともいわれる。この現象は19世

紀末に、高速船用のプロペラが、予想された性能を発
揮しなかったことから発見された 。

問題５ の解説 不同沈下によるひび割れ

正解（４）

RC建築物の多層ラーメン構造では、右側が沈下する

と、梁には図のような曲げモーメントが生じ、曲げモーメ
ントの大きくなる箇所にひび割れが発生する。

斜めひび割れが生じることになるのは、壁の内部で
ある。

壁部では左のような
斜めひび割れが
生じる。
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問題（６）の解説

正解は、（３）

（A）：Ca2+がどうなるか？

炭酸イオンは細孔溶液中のCa2+と反応して
炭酸カルシウムとして沈積

つまり、細孔溶液中のCa2+は消費される

そのため溶液平衡を保つために固相の水酸化
カルシウムが液相へ溶解する

（B）：高アルカリ環境では水酸化カルシウムの
溶解はどうなる？

（Ｃ）：その時の中性化の進行はどうなる？

セメント中のアルカリ量（Na2O、K2O）が多い場合、
中性化の進行は速くなる ⇒（Ｃ）は「速く」が入る

アルカリが多いコンクリート中では、
「炭酸カルシウムは固まりやすく水に溶けにくい」

炭酸カルシウムが溶けにくい状態の液相中に、カル
シウムイオンを供給するために、固相の水酸化カル
シウムの溶解が進む。⇒（B）には「より進み」が入る

その結果、二酸化炭素と反応できるカルシウムが常
に供給される状態となり、中性化反応が継続しやす
くなる。

アルカリ量が多いから安心、ではなく、かえって中性
化が進みやすくなる場合があるので注意が必要。
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縁石ブロックのDEF膨張(九州北部）

(出展；川端雄一郎, 松下博通,「高温蒸気養生を行ったコンクリートにおけるDEF
膨張に関する検討」, 土木学会論文集E2, Vol.67, No.4, pp.549-563.2011.

エトリンガイトの遅延生成（ＤＥＦ）の事例
◆ エトリンガイト遅延生成（DEF)の影響

エトリンガイト ⇒ CaO SO3 Aｌ2O3

硫酸塩がアルミネート系水和物と反応

遅延生成の条件

温度が高い養生条件（蒸気養生）

水分が十分に存在する条件

エトリンガイトの遅延生成（ＤＥＦ）
問題（７）の解説

正解は、（２）

遅延エトリンガイト生成（DEF）のメカニズムを問う問題

初期に生成されたエトリンガイトは有害とは言えないが、

これが高温になり溶解するとカルシムシリケートに吸着さ
れ、硫酸イオンを放出する。

このようなコンクリートが湿潤状態におかれると、エトリン
ガイトの再生成が生じる。
この現象は遅延エトリンガイト生成と呼ばれている。
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【鉄筋腐食反応の模式図】

アノード ⇒ 腐食が進む場所
カソード ⇒ 腐食を進めるための電子を受け取る場所

【アノード分極曲線とカソード分極曲線を重ねると】

アノード分極曲線

アノード分極曲線

カソード分極曲線

カソード分極曲線

塩化物イオン量によって
腐食状況が変わる

酸素供給量によって
腐食状況が変わる
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【アノード分極曲線に対して】
塩化物イオンの大小がアノード分極曲線に影響を与える
⇒塩化物イオンが多いほど腐食速度が大きくなる
（交点が右にシフト）

【カソード分極曲線に対して】
酸素の大小がカソード分極曲線に影響を与える
⇒酸素が多いほど腐食速度が大きくなる
（交点が右にシフト）

問題（８）の解説

正解は、（４）

アノード分極では、塩化物イオン量が多いと、アノード
分極曲線は、卑の方向（②の方向）に移動する。

カソード分極では、酸素供給量が多いと、電流密度
は大きくなり、④の方向に移動する。
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問題（９）の解説 2020年度の再掲

① 下水中の硫酸塩還元細菌で、
硫化ガスが発生。

② 気相部で硫酸に変化し、C-Hと
反応。

③ 二水石こう（CaSO4・２H2O）となり、
体積膨張を生じる。

腐
食
が
激
し
い
部
分

下水道施設の化学的侵食に関する問題。
下水中の硫酸塩還元細菌の働きにより、硫化水素ガスが
発生する。気相部で硫酸となりコンクリート中のCa(OH)2と
反応し、二水石こうとなって体積膨張を生じる。
（Ａ）には「硫化水素」、（Ｂ）には「Ca(OH)2」、
（Ｃ）には「二水石こう」が入る。

以上のことから、（３）が適当。

コンクリート表面の状態と受熱温度 【加熱温度と力学性状低下の度合いについて】
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問題（１０）の解説

正解は、（４）

（１）すすが付くのは、300℃以下 不適当

（２）鉄筋の付着強度は300℃程度では変化しない。 不適当

（３）コンクリート強度は300℃を超えると次第に低下する。 不
適当（ただし、500℃以内の受熱であればある程度強度が回復
するため、再使用に耐えられる。）

（４）石灰石骨材は熱に弱く、600℃程度で熱分解する可能性が
ある。 適当と考えられる。

クリープ係数とは

荷重を掛けると弾性変形が生じる。
⇒ 静弾性係数 E＝σ／ε

持続荷重を掛けると、クリープひずみが生じる。
⇒ クリープ係数は弾性歪の対するクリープ歪

Φ＝εcr／εe
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問題（１１）の解説

    正解は、（１）

弾性ひずみは、 εe

クリープひずみは、  εct=εat－εe－εst

クリープ係数は、 εct／εe

問題（１２）の解説

正解は、（２）

衝撃試験による構造物の健全度調査に関する問題
構造物に衝撃を与え、自由減衰振動を固有振動数およ
び振動モードを把握する。

曲げ剛性が小さくなると、一次固有振動数は小さくなる。

全体の調査の折には、打撃位置は①とし、柱の位置の調
査では②とする。

複数のピークが存在する場合は、位相スペクトルから固
有振動数を評価することになる。
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問題（１３）の解説

正解は、（１）

（１）コアの端面とコア軸のなす角度 90°±0.5° ○

（２）コアの平均直径の測定方法
中央と高さの1／4程度の位置で
直交する2方向で0.1mmまで測定 ×

（３）コアの高さの測定は、4か所 ×

（４）コアの高さと直径の比 1.90～2.10 を原則
145÷75＝1.93 で補正不要 ×

問題（１４）の解説

正解は、（２）

平均値 34＋33＋41＋43＋44＋48

＋40＋38＋39＝360

平均値 360÷9＝40

偏差20％以上は×
32以下、48以上は代わりの測定
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■電磁誘導法
コンクリート表面に接触させるプローブに，
交流電流を流し，磁界を作り，プローブを移動させ
ることによる，磁界の変化により，鉄筋位置，径，
かぶりを推定する。

問題 １５ の解説 2014年度問題の再掲

電磁誘導法のよる鉄筋探査 適当なもの 正解 （１）

交流電流 を流し、磁束を発生させる。

鉄筋の存在で、磁束が乱され検出コイルに起電力が
生じる。

ファラデーの電磁誘導の法則
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分極抵抗法
コンクリート表面に対極と照合電極を設置し，
対極から鉄筋に微小電流（ΔⅠ）を与えた時
鉄筋の電位がΔＥだけ変化する。以下の式の
Ｒpを分極抵抗という。

 ΔＥ＝Ｒp・ΔⅠ

  分極抵抗Ｒpと腐食電流Ⅰcの間には以下の
関係がある。

 Ⅰc ＝Ｋ／Ｒp Ｋ； 比例定数

したがって、Ｒpを測定することにより，
腐食速度を評価することができる。

出典：土木学会，鉄筋腐食・防食および補修に関する研究の現状と
今後の動向，コンクリート技術シリーズ26

問題（１６）の解説

正解は、（１）

問題（１７）の解説

正解は、（２）

コンクリートのコア中のアルカリ金属イオン量の推定方法

コアを粉末にして塩酸で抽出した場合は、全アルカリ量
温水で抽出した場合は、水溶性のアルカリ量を測定できる。

抽出後のろ液中のアルカリ金属イオンの濃度は、示差熱分
析では定量で測定できない。原子吸光光度法などが適当。

適 適 不適 で正解は（２）
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示差熱重量分析（TG/DTA)

問題（１８）の解説

正解は、（２）

加水したフェノールフタレイン溶液を使用すると，火害で
生成された酸化カルシウムが水と反応して水酸化カルシウム
となり，pHが上昇して赤紫に呈色するため，500℃以上の受
熱領域でも誤判定が生じる可能性がある。

無水エタノールで調製した溶液の使用が推奨されるのは，
このような二次反応を防ぎ，真の化学状態を反映するためで
ある。
よって，（A）には「酸化カルシウム」，（B）には「水酸
化カルシウム」が入る。
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問題（１９）の解説

正解は（２）

セメント協会法では、塩酸で処理して、酸化カルシウムと
不要残分から、セメント量を推定する。
その定量には酸化カルシウムの量で推定する。

貝殻などが存在すると、塩酸では溶解するから、誤差となる。
そこで、グルコン酸ナトリウム溶液を用いて溶解し、推定する。

これは、貝殻や石灰石骨材を使用している場合は、炭酸カル
シウムがグルコン酸ナトリウムには溶解せず、セメントが溶解
することを利用したものである。

問題（２０）の解説

正解は、（４）

電気抵抗を利用して含水比を推定する方法に関する問題

埋め込み抵抗間の電気抵抗は、含水率が小さいほど、
電流は通りにくく、抵抗値は大きくなる。

電気抵抗は温度依存性があり、温度が高いほど抵抗値は
小さくなり、補正を行わないと過大となる。
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問題（２１）の解説

正解は、（１）

ア部の未充てんの原因は、ブリーディングおよび空気の
巻き込み考えられ、自己収縮は未充てんにはならない。

この時代にPC鋼材とシースの本数が多くなっているの

は、交通量の増加ではなく、支間長の増大が目的であり、
必要なプレストレス量や曲げ耐力の確保が必要となった。
そのため、ケーブルが長くなり、上縁定着が主流となり、

ブリーディングによる空隙ができるなど、劣化の要因を造
ることになった歴史がある。
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問題（２２）の解説

正解は、（４）

施工直後に生じたひび割れは、セメントの水和熱に
起因する温度ひび割れ（打設後2週間で乾燥収縮は
生じない）。

斜めひび割れは、不同沈下が原因と推察され、
ひび割れは貫通していると考えられる。
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問題（２３）の解説

正解は （２）

ひび割れ部分の中性化が進行していることから、
ひび割れは貫通していると考えられる。
ひび割れの原因は、乾燥収縮と考えられるが、
コールドジョイントの形跡はなく、ブリーディングが
原因となっていると考えられる。
中性化が進行したのは、外部からとなる。

（２４）の解説 2017年度再掲

正解 （３）

海岸地域のRC外壁からの塩化物イオン濃度分布を測定後

非透気性の防水型塗装を施して、25年経過したときの

塩化物イオン濃度分布

塩化物イオン濃度は、表面は拡散により減少し、深さ方向に拡
散して内部の濃度が高くなる。
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問題（２５）の解説

正解は、（２）

ひび割れの原因はアルカリシリカ反応と考えられる。

その理由は、積雪寒冷地であるが、凍害であるとすれ
ばスケーリングが生じる可能性が高いが、橋軸方向に
ひび割れが生じている。これは、アルカリシリカ反応に
よる膨張が原因と考えられる。

ひび割れ発生パターンから乾燥収縮ではなく、中性化
によるひび割れは鉄筋の沿っていないことから原因で
はないと判断できる。

問題（２６）の解説

正解は、（１）

凍害を受けるのは、凍結融解の繰り返し回数が多いため
であり、（ア）の方が（イ）より日射が当たりやすいから、
温度変化が大きく、ひび割れが多く発生している。
雪の隠れている部分は、凍害を受けにくく（イ）の部分
に近い状態と推察される。
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問題（２７）の解説 過去問の再掲

正解は、（１）

疲労による鉄筋破断は、脆性破壊の形態

（２）は、引張試験時の破断した時の状態
鉄筋の破断時には伸びを生じる。

（３）は、せん断破壊型である。
（４）は、軟鋼に多い破断形態である。
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問題（２８）の解答

マルコフ連鎖モデルによる経年劣化の統計学的推定に関する問題。

建設時０年からｎ年後の間で、健全度aは80 健全度ｂは20

100－80＝20 つまり 80％は健全
２ｎ年後に健全度a から健全度ｂに遷移するのは 80×0.8＝64

したがって、（A）は不適当

この方法は、同種の劣化機構には適用できるが、地震など非定常、
非連続的は外力には適用できない。

（A）は不適 （B）は適 （C）は不適 正解は、 （１）

正解は、（１）

20

％

10

％

20

％

10

％

？
％

70×0.1=7

10＋7＝17

70×0.2=14

23ｰ17=6

6÷20=0.3

過去問で出た同種の問題
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問題（２９）の解説

正解は、（２）

JASS ５の規準化に関する問題

（A)高層のRC集合住宅を中心にコンクリートこ高強度化
が進んだ 適当
（B)JISA 5308では、高強度の規準化がなされていない。
不適当

（C）２０２２年版では、諸外国における高強度コンクリート

との整合化が図られ、一般のコンクリートの設計基準強
度の上限が、４８N/mm2まで引き上げられた。 適当

よって、 適 不適 適 の組合せ

問題（３０）の解説

正解は、（３）

塩害の被害が大きい地域とＰｃa部材の最小かぶり厚さの
違いから（A）～（C)の地域区分を選定する問題。

図に示される地域区分から見ると、
地域区分①は、日本海側
地域区分②は、瀬戸内海、太平洋側など
地域区分③は、沖縄

（A) 海岸から距離がある箇所まで塩害を受ける。沖縄③
（B) 海岸に比較的近い位置で塩害を受ける。日本海側①
（C) 比較的、塩害が厳しくないので、瀬戸内海など ②
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問題（３１）の解説

正解は、（４）が不適当

中性化のよる鉄筋の腐食対策として不適当なもの
（１）水切りは、鉄筋の腐食を要請するために必要は対策

（２）表面被覆材の施工は、鉄筋のさらなる腐食抑制として
適当
（３）塗布型防錆材の塗布は防食を抑制するために適当
（４）再アルカリ化工法は、すでに中性化が進んで鉄筋が
腐食しているため、不適当

目的
・コンクリート中のpHの回復 （不動態皮膜が破壊される前段階の鉄筋腐食環境改善）

概要
・表面に陽極材とアルカリ性溶液からなる仮設陽極を設置
・鉄筋（陰極）へ強制的に電流を流し、コンクリート中へアルカリ性溶液を泳動させる
・それによりコンクリートのpH値を回復させる

通電期間
・約1～2週間

再アルカリ化工法
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問題（３２）の解説

正解は、（４） が不適当

砂すじは、ブリーディングが原因と考えられる。

（１）透水型枠はブリーディングの抑制に効果的

（２）コンクリートの打込み速度を小さくすると、打込み後
のブリーディングは減少する。

（３）型枠の継ぎ目にテープを貼ると砂すじは生じない。

（４）コンクリートの１層の打込み高さを大きくすると、
側圧が大きくなり、型枠の継ぎ目から脱水が生じる。

透水性型枠によるコンクリートの仕上がり
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問題 ３３ の解説 （過去の類似問題）

RC部材の疲労とは、

『部材が本来もつ引張強度相当よりも小さな荷重であっても、それが膨
大な回数繰り返し作用することで、部材が破壊にいたる現象』

線形累積損傷則（マイナー則）による疲労の照査

累積疲労度Mが1.0に達すると破壊する （既に0.８２）

S-N曲線を用いて橋梁の余寿命を計算できる （あと何年でM＝1.0？）

与えられた条件

・引張応力度 152N/mm2 が毎月300回作用

・鉄筋の引張強度 400N/mm2

・毎月300回作用

最大応力比Smax＝（152N/mm2／400N/mm2）×100＝38％

このときの等価繰り返し回数は、図より 5×105

⇒ Smax38％でトータル50万回作用したらM=1.0（破壊に至る） 

⇒現在のMは既に0.82なので、あと0.18しか残っていない

⇒50万回×0.18＝9万回 （この橋はあと9万回で破壊に至る）

1ヶ月に300回 ⇒ 1年に300×12＝3,600回作用する

90,000÷3,600＝25年 （この橋はあと25年で破壊に至る）

正解は、（３）25年後
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問題（３４）の解説

正解 （１）

表面被覆材の塩化物イオンの浸入抑制効果を仮想かぶり
厚さδで評価する方法について

拡散係数が小さいほど、塩化物イオンは入りにくい

仮想かぶり厚さδが大きくなったのと同義。

仮想かぶり厚さ δとは、
⇒表面被覆材中の拡散抵抗をコンクリート距離に換算

表面被覆材の厚さ Cs

表面被覆材の拡散係数 Ds

コンクリートの拡散係数 Dc

仮想かぶり厚さ δ＝Cs×√Dｃ／Dｓ
・Dsが小さくなる ⇒ 塩化物イオンが入りにくくなる方向

⇒ 分母が小さくなるのでδは大きくなる

δ（仮想かぶり厚さ）が大きくなる
⇒塩化物イオンが入りにくくなる
⇒物理的に納得！

問題（３５）の解説

正解は（４）

仕上げ外壁を固定できるのは、アンカーピン

タイルの風合いを生かすには、透明樹脂系が適切

光触媒加工している場合は、光を通さないため適用外
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アノードカソード カソード

問題（３６）の解説 （2020年の再掲）

正解は、（３） が適当

電気防食工法に関する問題
電気防食工法は、鉄筋をカソード分極させて防食する
工法である。

一旦、通電を止めて、貴の方向に復極することを確認
して正常に働いていることを確認する。
湿潤状態では、復極量は小さくなる。
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問題（３７）の解説

正解は、（２） が不適当

炭素繊維シート巻き立て工法に関する不適当なものを
選択する問題

（１） 適当な記述
（２） 溶剤添加は低温時に硬化不良や接着性の低下を

招くため、不適当
（３） 適当な記述
（４） 炭素繊維を廃プラステックの分類するのは、適当

問題（３８）の解説

正解は、（２） が最も不適当

（１）アウトケーブルは両面に設置するのが基本 適当
（２）アウトケーブルを桁端部の下フランジでは

効果が期待できない。 不適当
（３）外ケーブルの偏向部においては

曲げ内半径以上とする 適当
（４）外ケーブルの偏向部は、剛性の大きい横げた

位置に設置する 適当
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問題（３９）の解説

正解は、（１） が不適当

アラミド繊維補強と異形棒鋼（SD３４５）の比較
（１）引張強度は、アラミド繊維の方が大きいので。 不適当
（２）ヤング係数は、アラミド繊維の方が小さい。 適当
（３）破断伸びは、アラミド繊維の方が小さい。 適当
（４）線膨張係数は、アラミド繊維の方が小さい。 適当

2018年度 問題３８の類似

荷重を受けた時の変形の状態
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問題（４０）の解説

正解は、（２）

鋼板巻き立て工法に際しての鋼板の厚さをどのように設
定するかを問う問題

Vｓｄ＝２×ｔ×ｈ×ｆｓｖｙｄ／γｂ

Vｓｄ：鋼板が負担するせん断耐力（ｋN） ｔ：鋼板の厚さ（ｍｍ）
ｈ：鋼板の高さ（ｍｍ） ｆｓｖｙｄ：鋼板の設計せん断降伏強度（Ｎ/ｍｍ2)

γｂ：部材係数

８５３ｋN まで補強する。 保有せん断力 ３８５ｋN

ｈ＝９００ ｆｓｖｙｄ＝１３０ γｂ＝1.0

（８５３ー３８５）×１０００＝２ｔ×９００×１３０／１ ｔ＝２ｍｍ
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